
本日は、このセミナーのイントロとして、EXTEND2016の概要について、比較的短い時
間の中で御紹介させていただきます。
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本日の構成です。EXTEND2016の概要を御紹介した後、取組状況をざっと御紹介し、
最後に今後の対応について簡単にお話ししたいと思います。
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初めに、EXTEND2016の概要です。
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冒頭の挨拶にもありましたように、平成10年（1998年）にSPEED’98として最初のプロ
グラムをスタートさせた後、2005年に少し進め方を変える形でEXTENDという名前をつ
け、それを5年ごとにリバイズしながら本年度に至っています。現在は、平成28年に策
定いたしましたEXTEND2016が動いています。
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現在のEXTEND2016はこういう名前になっています。基本的にはそれまで進めてきて
いたプログラムの枠組みを維持しながら、化学物質の内分泌かく乱作用に伴う環境リ
スクを適切に評価して、必要に応じ管理していくことを目標にしています。環境省の事
業として、生態影響に関する検討を優先して、リスク管理に向けた議論を深めていくと
いうことを主眼に進めています。また、併せて国際的な協力も重視しており、アメリカや
イギリス等とも協力事業を進めているほか、OECDにおける試験法の検討にも参加し、
そういった国際的な検討の動向にも留意しながら進めています。
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これは取組の概念図です。試験法を開発して、影響評価をし、有害性の評価をして、リ
スク評価、リスク管理につなげていくという構造を取っており、併せて関連情報の知見
の収集や国際協力事業等を行っています。
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ヒトの健康影響のほうは行政の役割分担の観点で厚生労働省側に委ねる形を取って
いますので、環境省の事業ではいわゆる生態影響として、環境中の水生生物を評価
の対象生物としています。その生殖や発達、成長に及ぼす影響を、ここに記載したよう
な作用に着目しながら見ていく形を取っています。

検討対象物質の選定は、環境リスクが懸念される物質を効果的に抽出する目的で、こ
こに示した形で進めています。かつてのSPEED’98で作成していたような、いわゆる疑
わしい物質のリストというものは現在存在しませんので、国内の環境調査で検出され
た物質を母集団とし、既存知見を収集、整理して、詳しい評価が必要な物質を選んで
いくというプロセスを取っています。

ここでは、一番下にありますように、2段階の試験・評価の枠組を構築して、第1段階と
第2段階に分けて、ここに示したような試験を順次実施していく形を取っています。
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検討対象物質を選ぶ際に、いわゆる疑わしい物質のリストがあってそれを評価していく
というのではなく、環境省の化学物質環境実態調査（いわゆる「黒本調査」）をはじめと
する情報をもとにして、環境中に存在する化学物質をスタートにしています。既存知見
を収集整理し、その信頼性を確認して、この図の一番下にあるように、内分泌かく乱作
用に関する試験対象物質となり得る物質を選んでいくというプロセスを取っています。
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2段階の有害性評価の枠組みをお示しします。第1段階で内分泌系に対する作用の有
無を確認して、第2段階で有害性を確認するという、この2段階の枠組みをつくって、試
験管内試験や生物試験を使いながら評価していく形を取っています。

この2段階に分けて評価する枠組みは、アメリカの環境保護庁が行っているEDSP（内
分泌かく乱化学物質スクリーニングプログラム）で採用している考え方と基本的には共
通するもので、第1段階でスクリーニング的に作用の有無を確認して、第2段階でより詳
しい試験をして有害性を確認するという、2段階の手順です。
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続きまして、2番目として現在の取組状況です。
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試験法開発の状況をお示しします。左側の縦軸が検出可能な作用で、横軸が2段階の
フレームワークの中のどこに当たるかを示しています。第1段階の試験管内試験と第1
段階の生物試験。一番右側が第2段階の生物試験ですが、各こういった形で試験法の
開発を進めてきており、◎はもう既に開発されたものです。ExTEND2005以降、試験
法開発を続けてきておりますので、だいぶ開発されてきていますが、検証試験を実施
中のものや、OECDの場で試験法開発を国際的に進めているものも、一部残っていま
す。
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スライドの12と13は試験・評価の進展で、ここはどのぐらいの物質の試験を取り上げて
評価を行い、試験が進んできたかという実施状況を挙げたものです。詳しくは後で見て
いただきたいと思います。
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第2段階生物試験の実施状況をお示しします。現在OECDテストガイドラインとして
2015年に採択されたメダカ拡張1世代繁殖試験（MEOGRT）について、試験法として
の検証を続けつつ、EXTENDの2段階試験として試験を実施している形になっていま
す。4-ノニルフェノールを筆頭に、以下スライド3に示しましたように、順次MEOGRTの
試験を実施してきている段階になっています。

下の2つの物質の試験が本年度末には結果が出てくると思いますが、その結果を見
て、評価にどう使うかを考えていくことになります。
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このスライドは、実際にこの2段階の枠組みの中でどのくらいの物質の試験や評価が
進んでいるかをお示ししたものです。詳細は省略します。
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この事業の中では、イギリスとアメリカとの協力事業を進めています。スライド15と16は
日英共同研究の概要を御紹介しています。これも歴史が長いのですが、現在は第5期
の日英共同研究を、2020年の4月から5年間を目途として開始しています。基本的には
化学物質の内分泌かく乱作用に関する共同研究事業ですけれども、そこに新たな懸念
となる汚染（contaminants of emerging concern）を加える形で、少し検討対象領域を
拡大して現在も進めています。
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日英共同研究の現在の進捗状況です。本年度はこのコロナ渦なので、例年開くワーク
ショップはオンラインで開催いたしました。2021年秋と見込まれる次回の会議も、オン
ラインになりそうな気がしています。
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アメリカとの二国間協力です。こちらは主に試験法の開発を中心に協力事業を進めて
きています。先ほど御紹介しましたメダカ拡張1世代繁殖試験（MEOGRT）や、両生類
を用いる幼生期両生類成長発達試験（LAGDA）という、2つの重要な試験法が、
OECDのテストガイドラインとして採択されておりますが、これはアメリカと日本と共同
で開発してきて、試験法としてまとめ上げ、テストガイドライン化にこぎ着けたというもの
です。

現在は、試験法の開発よりも、日本とアメリカの双方で進めている評価事業の中で、ど
ういった形で評価を行っているかという情報の共有や、両国が個別に進めている試験
法に関する検討についての情報共有などを中心に、情報交換を進めています。
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最後に、今後の対応について簡単に御紹介いたします。
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化学物質のリスク評価につきましては、環境省で、ここに挙げておりますように2つのレ
ベルに対応する評価を実施しています。スクリーニング的なものと、実際に環境行政と
してリスク管理の必要性を判断するための詳細なものがあります。

こういったリスク評価の体系の中に、内分泌かく乱作用に関する評価を追加することを
視野に入れてリスク評価を進めていくという視点になろうかと思います。リスク管理につ
きましては、諸外国の検討の動向を注視して在り方を考えていくことになります。
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既存の評価体系というのは、ここにありますようにスクリーニングレベルの環境リスク
初期評価ですとか、本日最後に御紹介する化学物質審査規制法に基づく評価、環境
基準の設定、農薬取締法に基づく基準の設定などが考えられます。
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実は「内分泌かく乱物質とは何か？」というのは結構難しいところがあります。ここに
WHOによる定義を挙げましたが、日本語で申しますと「内分泌系の機能に変化をもた
らし、その結果として、こういった有害な影響を及ぼす物質」とされています。この青字
の両方を挙げ、さらに「その結果として」という関係がありますので、これを厳密に考え
ると結構難しいのですが、これが国際的に広く採用されている「内分泌かく乱物質」の
考え方になっています。
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数年前のこの公開セミナーで御紹介いたしましたが、SETACという学会でこういった題
名のワークショップが開かれたことがありました。そのときのまとめ役だったイギリスの
Peter Matthiessen先生に日本に来ていただいて、この公開セミナーでお話しいただい
たことがあります。

22



ここでの結論をまとめたものですが、内分泌かく乱作用についてどう見るかについて、
ここでの整理としては、評価するための試験法はおおむねそろってきていて、それをう
まく使えばその評価をきちんとすることができるだろうという前提が、採用されたようで
す。
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それに基づく意思決定のスキームの提案がなされています。こういったものをもとに、
内分泌かく乱作用については、リスク評価という形で生物影響は評価できるのではな
いかという整理がなされています。
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その辺をにらみながら、今後の展開の方向は、ここに挙げましたような形で、欧米の動
向をフォローしつつ、引き続き試験・評価手法を完成させ、試験、評価を進めていく、と
いうことになります。来年度EXTEND2016がスタートして5年を経過しますので、その
進捗と成果のレビューを行っていくことを考えています。
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イントロとしての御紹介は以上です。
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